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宮崎市立住吉中学校の学力向上への取組

１ 学校の概要

(1) 学校の沿革

昭和 年 住吉村立住吉中学校として創立開校22

昭和 年 ＪＲＣ(青少年赤十字)加盟28

平成 ～ 年 学力向上フロンティアスクール指定校15 16

平成 年 中国葫芦島市実験中学校との友好校締結16

(2) 学級数及び生徒数(平成17年11月1日現在)

区 分 年 年 年 特殊学級 計1 2 3

5 5 5 1 16学級数

166 171 172 2 511生徒数

２ 生徒の実態

(平成 年 月実施 年生)(1) 学力調査の結果 17 5 :2

区 分 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 計

+0.7 +10.9 +2.0 +2.0 +2.8 +18.4自校の平均点(県平均との差)

80.6 60.6 67.8 66.5 75.7 351.2県 の 平 均 点

(2) 学力調査結果にみる課題

・ 各教科の平均到達度は，県平均を超えているが，わずかである。また，数学，理科

において，知識・理解の観点の平均到達度が他の観点と比較して低いので，基礎・基

本の定着を図っていく必要がある。

・ 国語において，話す力，聞く力と書く力が県平均を下回っているので，その向上の

手立てを講じる必要がある。

(3) 意識調査結果にみる課題

・ 学びの基礎力の中で「正しい姿勢で学習している」の数値が低い。また，社会的実践

力の中で 「お年寄りや障害のある人に，進んで手助けをしたことがある」の数値が特，

に低いので改善を図る必要がある。

・ 家庭での指導・活動の項目で「計画的な学習や規則正しい生活」の割合や「将来の夢

や進路について家族と話す」の割合も低いので，家庭との連携を図り，生徒の意識の向

上を図っていく必要がある。

・ 平均学習時間や１ケ月に読む本の平均冊数が県の平均より低いので，その向上に取り

組む必要がある。
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３ 学力向上に向けた経営方針

本校は，平成 年度に学力向上フロンティアスクールの指定を受けたのを契機に，２年間15

にわたり生徒一人一人の実態に応じたきめ細かな指導の充実を図ってきた。研究の成果として

は 「漢字ライセンス」や「クスの木タイム」などの全校的な取組が定着したこと，生徒の学，

習意欲が高まってきたこと，家庭での学習時間が増加したことなどがあげられる。しかしなが

ら，学力の向上はまだまだ十分とは言えず，今後も指導力の向上を図りながら，基礎的・基本

的な内容の確実な定着や確かな学力の育成に努めていく必要がある。

そこで，学力向上フロンティアスクールとしての研究の成果と課題をふまえ，小学校との連

携を新たな視点に加えながら，基礎・基本の定着のための実践的な研究を行っていくこと。ま

た，全学年で朝の読書活動に取り組み，生徒の感性や思考力，表現力，創造力等の能力を伸ば

すこと。さらに，数学科，英語科における少人数指導を中心に，全教科で個に応じた指導の工

夫・改善に努めていくことを重点事項として掲げ，実践研究を推進していく。

４ 教育課程内の取組

(1) 「確かな学力」の基盤となる読む能力や書く能力の向上につながる手立てや各教科における

基礎的・基本的な知識や技能の定着を図る手立てを講じる。

① 各教科等の学習内容の理解を高めるため「漢字ライセンス」と称して，小中学校で学習

した漢字の習得に全校で取り組んでいる。基本的な漢字については９０％以上の生徒が書

けるようにしている。

② 基礎的・基本的な知識や技能の定着を図るため，授業開始前の２分間を「クスの木タイ

ム」として，各教科で工夫した自作のプリントなどに取り組ませている 「クスの木タイ。

ム」の確認テストを年１回実施し，平均８０点以上にすることが目標である。

③ 朝の全校一斉読書の充実を図ったり，各学級で１分間スピーチに取り組むことで，全員

が自分の考えを人前で発表できるようにする。

「クスの木タイム」で取り組む内容

朝の読書の様子
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(2) 個に応じた指導の工夫・改善，個に応じたきめ細かな指導により，確かな学力を身に付けさ

せる。

， ，① 全ての学年の数学と英語で習熟度別少人数指導を実施し ワークシートや小テストの活用

学習形態の工夫など一人一人の生徒に対するきめ細かな指導を通して，基礎的・基本的な内

容の定着の徹底を図っている。

② 毎日の授業では，事前に生徒のつまずきを予想し，その手立てを講じることや，学習意欲

の低い生徒あるいは高い生徒への手立ても準備して授業に臨むようにしている。

③ 生徒を対象にした授業評価のアンケートを定期的に実施し 「興味・関心 「思考 「理， 」， 」，

解」の３つ観点で分析してきた。それぞれの観点で 「半分」程度と「少し」だけと答える，

生徒の割合が ％以下になるように授業の改善を図っている。20

左の図は，授業中に「じっくりと考えてい授業評価のアンケート結果

るか」について生徒が答えた結果である。(現

２年生が１年時の社会科)

「半分」と「少し」を合計した数値の県平

均は ％である。５月の結果は ％ですで30 25

に県平均よりよかったが，１０月には ％12

と更によい割合となった。

④ 問題解決的な学習における授業後の評価についても，自己評価・作品・ワークシートなど

一人一人の評価を的確に行うよう工夫してきた。
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５ 教育課程外の取組

( ) 小中の連携により学習習慣等の定着を促進する。1

① 小学校と連携して一貫した指導を行うことで，学習習慣を身に付けさせる。

② 中学校からの教師派遣や小中合同研修会( 月実施， 月実施)を開催する。8 12

③ 基礎・基本(特に知識・理解)の定着プリントを小中で協力して作成する。

( ) 教師の指導力を高める授業研究会を実施する。一つの授業を全員で見る授業研究会を年間２2

回以上もち，個に応じた指導の工夫・改善について協議する。( 月と 月に実施)11 12

６ 保護者・家庭，地域との連携

( ) 「クスの木タイムズ」という通信を定期的に1

発行し，基礎学力定着のための取組を家庭に知

らせ，家庭学習の習慣化に関して保護者の協力

をお願いした。

( ) 家庭での学習の習慣化を図るため，各教科で2

課題の与え方を工夫している。また，生徒の家庭での学習時間が県の平均を超えるように，

宅習帳も各学年提出させている。

( ) 地区懇談会や家庭教育学級，学級懇談において，学力向上に関する話合いの場を設けてい3

る。

７ 成果と課題(次年度の取組を含む)

(1) 研究の成果

① 授業開始前２分間の「クスの木タイム」が定着し，生徒が授業の始めから落ち着いた雰囲

気で取り組むようになっている。漢字の読み書きや朝の読書，基礎的・基本的な知識や技能

の定着を図ったことで，授業に集中し，じっくりと考えるようになった。

② 生徒のつまずきを予想し，学習意欲の低い生徒への手立てを講じたことで，多くの生徒が

学習内容をより理解できるようになっている。数学科，英語科では，少人数指導を通して生

， 。徒の実態を把握し それぞれの生徒に応じたよりきめ細かな指導ができるようになっている

生徒による授業評価では 「十分理解できている」と答える割合が高くなってきた。，

(2) 今後の課題

① 「クスの木タイム」などの取組を改善しながら継続していく必要がある。

② 家庭との連携を具体的に深めていく必要がある。

③ 小中合同研修会の充実を図る必要がある。


